
令和５年度数値予報解説資料集

本節では、令和5（2023）年に3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予
報システムにおける予測結果の概要を示した後、第3.2.1項で7月2日の鹿児島県奄美
地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・佐賀県・大分県で発
生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・愛媛県・高知県で発
生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。さらに環境場（第3.2.4項）、まとめ（第
3.2.5項）について示す。
なお、本節では、全球モデル（GSM）、メソモデル（MSM）、局地モデル（LFM）およびメ
ソアンサンブル予報システム（MEPS）の予報モデルや予報システム名について、それ
ぞれカッコ内の略号を用いる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年の3月から9月までに発生した線状降水帯に関する数値予報システム
における予測結果の概要について、表にまとめた。本節では、この内、第3.2.1項で7月
2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例、第3.2.2項で7月10日の福岡県・
佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例、第3.2.3項で8月10日の大分県・宮崎県・
愛媛県・高知県で発生した線状降水帯事例をそれぞれ取り上げる。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月2日に鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例の概要を示す
。
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令和５年度数値予報解説資料集

図は上段左から、令和5（2023）年7月1日21時の地上天気図、MSMによる850hPa解
析値（相当温位（K）と風（kt））、2日1時までの3時間降水量（mm）である。下段は、1日
21時～2日3時までの気象衛星ひまわりによる水蒸気画像を示す。

前線の南側では、相当温位351K以上の下層暖湿気が流入し、九州南西海上と鹿児
島県奄美地方（赤楕円部分）で対流雲が発達し、奄美地方で発生した対流雲が線状降
水帯の発生に寄与した。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月2日3時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から24時間前、18時間前、6時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

24時間前からのMEPSによる予測では、対象地域（赤色円）より北側で最大20％程度
の確率が見られたが、18時間前からの予測では確率が20％未満、直近の6時間前の
予測で九州南部中心に確率が50％以上となった。対象地域では、直近の6時間前から
の予測で20～25％程度の確率であった。

24時間前からのMSMによる予測では、20％未満の確率であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年7月2
日3時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、7月1日15時初期値
の12時間前からの予測（2㎞LFMは1日18時初期値の9時間前からの予測）から順番に
7月2日0時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨量
（㎜）の結果を示す。

MSMの12時間～6時間前の予測および2㎞LFMでは、九州南部付近の降水域はある
程度予測できていたが、対象の降水域（赤色円）の予測ができていなかった。MSMの3
時間前の予測では、予測降水量は過小ではあるが、降水域の予測はできていた。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年7月1日12時初期値の15時間予測から順番に7月2日0時初期値の3時間予測までの
結果を示す。また、令和5（2023）年7月2日3時対象の観測の5km格子3時間最大降水
量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

鹿児島県奄美地方に着目すると、5㎞MSMの予測と比べると実況に近づけているが
、過小な予測であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月2日3時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が7月2日3時の観測の3時間最大降水量、左側から
5kmMSM3時間最大降水量ガイダンス、5㎞MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー
最大値、スプレッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、7月1日9時初期値18
時間予測、15時初期値12時間予測および21時初期値6時間予測の結果をそれぞれ示
す。降水量、スプレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどス
プレッドが大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・MSM3時間最大降水量Gは実況よりも過小であり、位置が北にずれていた

・MEPS3時間最大降水量Gのアンサンブル最大値は、奄美付近の降水量を増やす変
化傾向がみられるが、6時間前の予測でも実況よりも過小だった
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令和５年度数値予報解説資料集

13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年7月2日3時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年6月30日21時初期値の30時間予報から順番に7月1日
21時初期値の6時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年7月2日3時対象の
解析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

鹿児島県奄美地方に着目すると、予測降水量は過小だが、予測降水域は平均的に
は捉えていた。
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令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年7月2日3時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

鹿児島県奄美地方に着目すると、13㎞GSMと比べると、実況に近づけているが、予
測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

奄美地方で降水量がほとんど予測できなかった要因について示す。図は、左側は可
降水量のLFMの予測値（上段：2日0時対象の1日21時初期値の3時間予測、下段：2日3
時対象の2日0時初期値の3時間予測）と解析値で、可降水量の差は、左側で示した予

測値と解析値の差分を示す（青色ほど予測で可降水量が少ない（解析値で可降水量を
増やす））。右側は、2日0時（上段）および同日3時（下段）の前3時間降水量（㎜）の結
果である。

可降水量の予測値の結果から、九州南西海上に可降水量を多く予測している（左側
の図）が、解析値では、九州南西海上の可降水量を減らし（青い楕円）、奄美地方の可
降水量を増やす方向（赤い楕円）で修正をしていることが確認できる。しかしながら、数
値予報システムによる予測と実況の比較結果を見るかぎり、LFMやMSMによる予測が

九州南西海上の可降水量を増やす方向性は変わらない状態が続いたため、奄美地方
で降水量がほとんど予測されなかったと考えられる。対流雲の表現やそのトリガーにな
るものの表現に課題がある可能性がある
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例に関する数
値予報システムにおける予測結果について、このスライドを含む以下2頁のスライドに
まとめた。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日に福岡県・佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例の概要
を示す。
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令和５年度数値予報解説資料集

図は上段左から、令和5（2023）年7月10日3時の地上天気図、MSMによる850hPa解
析値（相当温位（K）と風（kt））、10日3時までの3時間降水量（mm）である。下段は、10
日0時～9時までの気象衛星ひまわりによる水蒸気画像を示す。

前線の南側では、相当温位354K以上の下層暖湿気が流入し、九州北部地方で次々
と対流雲が発達し、線状降水帯が発生した。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日3時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から18時間前、12時間前、6時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

18～12時間前からの予測では、九州北部を中心にMEPSでは確率の最大値が約30
％、MSMでは約16％であった。直近の6時間前からの予測では確率値の最大値は上
昇し、MEPS、MSMそれぞれ、約70％、約40％となった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日6時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から15時間前、9時間前、3時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

15時間前からの予測では、九州北部を中心にMEPSでは確率の最大値が約28％、
MSMでは約12％であった。9～3時間前からの予測では確率値の最大値は上昇し、
MEPS、MSMそれぞれ、約60％、約30～40％となった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日9時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から18時間前、12時間前、6時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

18時間前からの予測では、九州北部を中心にMEPSでは確率の最大値が約17％、
MSMでは約4％であった。12～6時間前からの予測では確率値の最大値は上昇し、
MEPS、MSMそれぞれ、約30％、約15％となった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日12時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（
気象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システ
ム（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のも
のを示し、左から15時間前、9時間前、3時間前からのそれぞれ予測結果を示している
。右上は実況の結果を示す。

MEPSでは確率の最大値が約10％、MSMでは約5％であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年7月2
日3時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、7月9日15時初期値
の12時間前からの予測（2㎞LFMは9日18時初期値の9時間前からの予測）から順番に
7月10日0時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

MSMの12時間～3時間前の予測では、20㎜/3h以上（黄緑色の区域）の予測降水量
に着目すると、実況に近かったが、リードタイムが長くなるほど実況に比べ領域は縮小
。実況で佐賀県付近（赤丸）の領域の最大値に着目すると、予測値は過小。

2㎞LFMでは、9～3時間前からの予測では、50mm/3h以上（黄色の区域）の予測降水
量に着目すると、実況に近かった。実況で佐賀県付近（赤丸）の領域の最大値に着目
すると、9時間前からの予測では過大であったが、概ね実況に近かった。MSMと比べて
も実況に近かった。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年7月9日12時初期値の15時間予測から順番に7月10日0時初期値の3時間予測まで
の結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日3時対象の観測の5km格子3時間最大降
水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

5kmMSMの予測と比べると実況に近づけているが、過小な予測であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日3時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が7月10日3時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、7月9日9時初期値18時間予測、15時
初期値12時間予測および21時初期値6時間予測の結果をそれぞれ示す。降水量、ス
プレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッドが大き
いことを示す。

以下の特徴が見られた。

・MSMの3時間最大降水量ガイダンスは、九州北部地方の降水量を増やす変化傾向
が見られたが、実況と比べると過小だった

・MEPS3時間最大降水量ガイダンスのアンサンブル最大では、12時間前の予測から、
九州北部地方に50mm以上を予測するメンバーが増え、実況に近付いた
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令和５年度数値予報解説資料集

13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年7月10日3時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年7月8日21時初期値の30時間予報から順番に7月9日21
時初期値の6時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日3時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

予測降水域は実況比で表現できているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年7月10日3時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

13㎞GSMと比べると、実況に近づけているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年7月
10日6時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、7月9日18時初期値
の12時間前からの予測（2㎞LFMは9日21時初期値の9時間前からの予測）から順番に
7月10日3時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

MSMの12時間～3時間前の予測では、20㎜/3h以上（黄緑色の区域）の予測降水量
に着目すると、実況に近かったが、リードタイムが長くなるほど実況に比べ領域は縮小
。実況で佐賀・福岡県付近（赤丸）の領域の最大値に着目すると、予測値は過小。

2㎞LFMでは、9～3時間前からの予測では、50mm/3h以上（黄色の区域）の予測降水
量に着目すると、実況に近かったが、3時間前からの予測では過小。実況で佐賀・福岡
県付近（赤丸）の領域の最大値に着目すると、9～6時間前からの予測では、概ね実況
に近かったが、3時間前からの予測では過小であった。MSMと比べても実況に近かっ
た。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年7月9日15時初期値の15時間予測から順番に7月10日3時初期値の3時間予測まで
の結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日6時対象の観測の5km格子3時間最大降
水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

5kmMSMの予測と比べると実況に近づけているが、過小な傾向の予測であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日6時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が7月10日6時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、7月9日9時初期値21時間予測、15時
初期値15時間予測および21時初期値9時間予測の結果をそれぞれ示す。降水量、ス
プレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッドが大き
いことを示す。

以下の特徴が見られた。

・MSM3時間最大降水量ガイダンスは一貫して実況よりも過小だった

・MEPS3時間最大降水量ガイダンスのアンサンブル最大では、15時間前の予測では全
メンバーが実況最大値を下回っていたが、 21時間前や9時間前の予測では実況最大
値を上回るメンバーも存在していた
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令和５年度数値予報解説資料集

13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年7月10日6時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年7月8日21時初期値の33時間予報から順番に7月9日21
時初期値の9時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日6時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

予測降水域は実況比で表現できているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年7月10日6時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

13kmGSMと比べると、実況に近づけているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年7月
10日9時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、7月9日21時初期値
の12時間前からの予測（2㎞LFMは10日0時初期値の9時間前からの予測）から順番に
7月10日6時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

MSMの12時間～3時間前の予測では、20㎜/3h以上（黄緑色の区域）の予測降水量
に着目すると、実況に近かったが、リードタイムが長くなるほど実況に比べ領域は縮小
。実況で福岡県付近（赤丸）の領域の最大値に着目すると、予測値は過小傾向。

2㎞LFMでは、9～3時間前からの予測では、50mm/3h以上（黄色の区域）の予測降水
量に着目すると、実況に近かった。実況で福岡県付近（赤丸）の領域の最大値に着目
すると、概ね実況に近かった。MSMと比べても実況に近かった。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年7月9日18時初期値の15時間予測から順番に7月10日6時初期値の3時間予測まで
の結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日9時対象の観測の5km格子3時間最大降
水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

5kmMSMの予測と比べると実況に近づけているが、過小な傾向の予測であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日9時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が7月10日9時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、7月9日15時初期値18時間予測、21
時初期値12時間予測および10日3時初期値6時間予測の結果をそれぞれ示す。降水
量、スプレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッド
が大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・MSM3時間最大降水量Gは一貫して実況よりも過小だった

・MEPS3時間最大降水量Gのアンサンブル最大は、実況よりやや少なかった

・降水の極大域は、どの初期値の予測でも、実況よりやや北側にずれているように見
える
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令和５年度数値予報解説資料集

13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年7月10日9時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年7月9日3時初期値の30時間予報から順番に7月10日3
時初期値の6時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日9時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

予測降水域は実況比で表現できているが、予測降水量は過小であった。

418



令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年7月10日9時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

13kmGSMと比べると、実況に近づけているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年7月
10日12時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、7月10日0時初期値
の12時間前からの予測（2㎞LFMは10日3時初期値の9時間前からの予測）から順番に
7月10日9時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

MSMの12時間～3時間前の予測では、20㎜/3h以上（黄緑色の区域）の予測降水量
に着目すると、6～3時間前からの予測では実況に近かったが、リードタイムが長くなる
ほど実況に比べ領域は縮小。実況で九州中部（赤丸）の領域の最大値に着目すると、
予測値は過小であった。

2㎞LFMでは、9～3時間前からの予測では、20mm/3h以上（黄緑色の区域）の予測降
水量に着目すると、実況に近かった。実況で福岡県付近（赤丸）の領域の最大値に着
目すると、やや過大な傾向。MSMと比べると実況に近かった。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年7月9日21時初期値の15時間予測から順番に7月10日9時初期値の3時間予測まで
の結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日12時対象の観測の5km格子3時間最大
降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

5kmMSMの予測と比べると実況に近づけ、3時間前からの予測では実況に近かった
。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日12時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダ
ンスの結果を示す。右上図が7月10日12時の観測の3時間最大降水量、左側から
MSM3時間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値
、スプレッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、7月9日15時初期値21時間予
測、21時初期値15時間予測および10日3時初期値9時間予測の結果をそれぞれ示す。
降水量、スプレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレ
ッドが大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・MSM3時間最大降水量ガイダンスは、実況のような東北東-西南西に分布する50mm
以上の降水を予測できていなかった

・MEPS3時間最大降水量ガイダンスのアンサンブル最大では多少捕捉できていた
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令和５年度数値予報解説資料集

13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年7月10日12時を対象とした結果
を示す。

図は、上段の令和5（2023）年7月9日3時初期値の33時間予報から順番に7月10日3
時初期値の9時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年7月10日12時対象の
解析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

予測降水域は実況比で表現できているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年7月10日12時対象の観測の20km格子3時
間最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

13kmGSMと比べると、実況に近づけているが、予測降水量は過小であった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年7月10日の福岡県・佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例に関
する数値予報システムにおける予測結果について、このスライドを含む以下の2頁のス
ライドにまとめた。
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令和５年度数値予報解説資料集 426



令和５年度数値予報解説資料集 427



令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月9日から10日に高知県・愛媛県・熊本県・大分県・宮崎県で発生し
た線状降水帯事例の概要を示す。
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令和５年度数値予報解説資料集

図は上段左から、令和5（2023）年8月9日18時の地上天気図、MSMによる850hPa解
析値（相当温位（K）と風（kt））、10日2時10分までの3時間降水量（mm）である。下段は
、9日18時～10日3時までの気象衛星ひまわりによる水蒸気画像を示す。

台風第6号の中心の東側では、相当温位354K以上の下層暖湿気が流入し、九州の
東側や四国地方で次々と対流雲が発達し、線状降水帯が発生した。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月9日21時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から24時間前、12時間前、6時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

熊本県・宮崎県を対象とする。24時間前からの予測では、MEPSは30～40％、MSMは
15～20％の確率値であった。12～6時間前からの予測ではMEPSおよびMSM共に50％
以上の確率値となった。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月10日0時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から27時間前、15時間前、9時間前からのそれぞれ予測結果を示している。
右上は実況の結果を示す。

高知県を対象とする。27～9時間前の予測では、MEPSは15％以下、MSMは10％以
下の確率値であった。

（参考：宮崎県を中心に確認すると9日21時を対象にしたときと傾向は変わらなかった）
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月10日3時対象の3時間100mm以上の大雨発生確率ガイダンス（気
象庁情報基盤部 2022）の予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム
（5㎞MEPS）による全メンバー最大値（単位：％）、下段はメソモデル（5㎞MSM）のもの
を示し、左から30時間前、18時間前、12時間前からのそれぞれ予測結果を示している
。右上は実況の結果を示す。

愛媛県・高知県・大分県・宮崎県を対象とする。大分県と宮崎県の30時間前からの予
測では、MEPSは25～40％、MSMは10～15％の確率値であったが、18～12時間前から
の予測ではMEPSは最大値50％以上、MSMは最大値40％くらいとなった。

愛媛県・高知県の30時間前からの予測では、MEPSは25～30％、MSMは15％未満で
あった。18～12時間前からの予測では、MEPS及びMSM共に確率値は上昇しなかった
。
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令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年8月9
日21時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、8月8日21時初期値
の24時間前からの予測（2㎞LFMは9日12時初期値の9時間前からの予測）から順番に
8月9日18時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

熊本県・宮崎県を対象とする（橙色の楕円の領域）。MSMおよび2㎞LFMの予測では
共に、20～50mm/3hの区域（黄緑色の領域）に着目すると、概ね実況に近かった。線
状降水帯が発生した宮崎・熊本県境付近の最大値はMSMおよび2㎞LFM共に過小で
予測できなかった。
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令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年8月9日6時初期値の15時間予測から順番に8月9日18時初期値の3時間予測までの
結果を示す。また、令和5（2023）年8月9日21時対象の観測の5km格子3時間最大降水
量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

5kmMSMの予測と比べると実況に近づけているが、やや過小な傾向の予測であった
。
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令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月9日21時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が8月9日21時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、8月9日３時初期値18時間予測、9時
初期値12時間予測および15時初期値6時間予測の結果をそれぞれ示す。降水量、ス
プレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッドが大き
いことを示す。

以下の特徴が見られた。

・九州南部地方の降水について、MSM3時間最大降水量Gは、実況に比べて降水量は
やや過小だった

・MEPS3時間最大降水量Gのアンサンブル最大は、実況に近い予測だった
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13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年8月9日21時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年8月8日15時初期値の30時間予報から順番に8月9日15
時初期値の6時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年8月9日21時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

予測降水域は実況比で表現できているが、予測降水量は過小であった。

436



令和５年度数値予報解説資料集

GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年8月9日21時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

13kmGSMと比べると、予測降水量は実況にかなり近づいた。
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5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年8月
10日0時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、8月8日21時初期値
の27時間前からの予測（2㎞LFMは9日15時初期値の9時間前からの予測）から順番に
8月9日21時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

宮崎県（橙色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。宮崎県で
は、MSMおよび2㎞LFMの予測では共に、50～100mm/3hの区域（黄色の領域）に着目
すると、概ね実況に近かった。最大値はMSMおよび2㎞LFM共に過小で予測できなか
った。高知県では、MSMおよび2㎞LFMの予測では共に、20～50mm/3hの区域（黄緑
色の領域）に着目すると、概ね実況に近かった。最大値はMSMおよび2㎞LFM共に過
小で予測できなかった。
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MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年8月9日9時初期値の15時間予測から順番に8月9日21時初期値の3時間予測までの
結果を示す。また、令和5（2023）年8月10日0時対象の観測の5km格子3時間最大降水
量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（橙色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。宮崎県付
近では、5kmMSMの予測と比べると実況に近い予測であった。高知県付近では、
5kmMSMの予測と同様に過小な予測であった。
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令和5（2023）年8月10日0時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が8月10日0時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、8月9日３時初期値21時間予測、9時
初期値15時間予測および15時初期値9時間予測の結果をそれぞれ示す。降水量、ス
プレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッドが大き
いことを示す。

以下の特徴が見られた。

・高知県付近の降水（赤色の楕円の領域）について、MSM3時間最大降水量ガイダンス
は、実況に比べて一貫して過小で、MEPS3時間最大降水量Gのアンサンブル最大は、
初期値が新しくなるにつれて弱まっていき、実況から離れていった

・宮崎県付近の降水（橙色の楕円の領域）については、どちらのガイダンスでも実況に
近かった
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13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年8月10日0時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年8月8日15時初期値の33時間予報から順番に8月9日15
時初期値の9時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年8月10日0時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（橙色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。どちらの
予測降水量は過小であった。
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GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年8月10日0時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（橙色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。宮崎県付
近の降水については、実況に近い予測降水量であったが、高知県付近の予測降水量
は過小であった。

442



令和５年度数値予報解説資料集

5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和5（2023）年8月
10日3時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、8月8日21時初期値
の30時間前からの予測（2㎞LFMは9日18時初期値の9時間前からの予測）から順番に
8月10日0時初期値の3時間前からの予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨
量（㎜）の結果を示す。

大分県・宮崎県（橙色の楕円の領域）と愛媛県・高知県（赤色の楕円の領域）を対象
とする。大分県・宮崎県では、MSMおよび2㎞LFMの予測では共に、50～100mm/3hの
区域（黄色の領域）に着目すると、概ね実況に近かった。最大値は2㎞LFMでは過大な
傾向、MSMは過小な傾向が見られた。愛媛県・高知県では、MSMおよび2㎞LFMの予
測では共に、20～50mm/3hの区域（黄緑色の領域）に着目すると、概ね実況に近かっ
た。最大値はMSMおよび2㎞LFM共に過小で予測できなかった。

443



令和５年度数値予報解説資料集

MSM3時間最大降水量ガイダンスの結果を示す。図の並びは、上段の令和5（2023）
年8月9日12時初期値の15時間予測から順番に8月10日0時初期値の3時間予測まで
の結果を示す。また、令和5（2023）年8月10日3時対象の観測の5km格子3時間最大降
水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（黒色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。宮崎県付
近では、5kmMSMの予測と比べると実況に近い予測であった。高知県付近では、
5kmMSMの予測と同様に過小な予測であった。

444



令和５年度数値予報解説資料集

令和5（2023）年8月10日3時を対象としたMSMおよびMEPS3時間最大降水量ガイダン
スの結果を示す。右上図が8月10日3時の観測の3時間最大降水量、左側からMSM3時
間最大降水量ガイダンス、MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最大値、スプレ
ッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、8月9日9時初期値18時間予測、15時
初期値12時間予測および21時初期値6時間予測の結果をそれぞれ示す。降水量、ス
プレッドの単位はいずれもmmである。スプレッドは、青色が濃いほどスプレッドが大き
いことを示す。

以下の特徴が見られた。

宮崎県付近（黒色の楕円の領域）および高知県付近（赤色の楕円の領域）の降水に
ついて、 MSM3時間最大降水量ガイダンス 、MEPS3時間最大降水量ガイダンスのア
ンサンブル最大ともに、実況に比べて過小な予測だった。
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13kmGSMの3時間降水量について、令和5（2023）年8月10日3時を対象とした結果を
示す。

図は、上段の令和5（2023）年8月8日21時初期値の30時間予報から順番に8月9日21
時初期値の6時間予報までの結果を示す。また、令和5（2023）年8月10日3時対象の解
析雨量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（黒色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。どちらの
予測降水量は過小であった。
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GSM3時間最大降水量ガイダンス（20㎞格子）の結果を示す。図の並びは、前スライド
のGSMと同様である。また、令和5（2023）年8月10日3時対象の観測の20km格子3時間
最大降水量の結果を示す。降水量の単位はいずれもmmである。

宮崎県（黒色の楕円の領域）と高知県（赤色の楕円の領域）を対象とする。宮崎県付
近の降水については、13㎞GSMと比べて、実況に近かったが、予測降水量はやや過
小であった。高知県付近の予測降水量は過小であった。
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愛媛県・高知県で予測降水量が過小となった要因について示す。図は、上段の左か
ら10日0時対象の衛星水蒸気画像、MSMとLFMの可降水量の解析値との差（10日0時
解析値ー9日15時初期値9時間予測）で赤い色ほど予測で可降水量が少ないことを示
している。左下の図は、LFMの海面更正気圧の解析値との差（10日0時解析値ー9日15
時初期値9時間予測）を示している。

MSMおよびLFM共に衛星水蒸気画像に対応した可降水量の解析値との差から四国

のはるか南海上から四国へのびる帯状の領域（黒楕円）で予測可降水量が解析値よ
り少なかった（赤色の塗りつぶし）ことが分かる。海面更正気圧の解析値との差から解
析値が全体的に気圧場が高いものの等圧線の本数が大きく変わっていない（風による
差は少ない（下層風の差がないことは別途確認済））。このことから予測で四国のはる
か南海上からの水蒸気量の供給が不十分だったことが要因の一つとして考えられる。
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令和5（2023）年8月9日から10日に高知県・愛媛県・熊本県・大分県・宮崎県で発生し
た線状降水帯事例に関する数値予報システムにおける予測結果について、このスライ
ドを含む以下の4頁のスライドにまとめた。
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台風の事例以外の線状降水帯事例（LFMが予測できなかった7月2日に鹿児島県奄
美地方で発生した線状降水帯事例とLFMが比較的予測できた7月10日に福岡県・佐賀

県・大分県で発生した線状降水帯事例）において、大気の環境場をどれくらい予測でき
ていたかについて確認する。
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令和5（2023）年7月2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例の環境場に
ついて、気温（単位：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フ
ラックス（単位：gm-2s-1）がどれくらい予測できていたかを確認するために、期間平均
値の平均場からの差分について、MSMの鉛直プロファイルかつ予測時間（FT）別に示
し、長期再解析（JRA-3Q）から作成した平均場（2016-2020年の各年の6月26日9時か
ら7月6日3時）と比較する。検証領域は、線状降水帯が発生した地域の上流にあたる
海上の矩形領域を設定した（赤枠で示した領域）。MSM予測値は、7月1日12時 – 2日 6
時の期間で、予測値の期間はすべて予測対象時刻を示す。
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令和5（2023）年7月2日に鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例の気温（単
位：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フラックス（単位：
gm-2s-1）のMSMによる平均場からの差分鉛直プロファイルを示す。各グラフは事例期
間中の解析値（FT=0）および3時間～24時間予測値（FT=3～FT=24）を示す。以下に特
徴を示す。

・平均場（各グラフで横軸が0：黒破線に対応）と比較して、下層の気温、水蒸気混合比
、水蒸気フラックスの値が大きい場となっていた

・中層にかけて水蒸気混合比、水平風速、水蒸気フラックスの予測値と解析値（赤線の
プロファイル）との差が大きかった

・予測値が新しくなるほど、解析値に近づく傾向が見られた
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令和5（2023）年7月2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例の環境場に
ついて、気温（単位：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フ
ラックス（単位：gm-2s-1）がどれくらい予測できていたかを確認するために、期間平均
値の平均場からの差分について、MSMの鉛直プロファイルかつ予測時間（FT）別に示
し、長期再解析（JRA-3Q）から作成した平均場（2016-2020年の各年の6月26日9時か
ら7月6日3時）と比較する。検証領域は、線状降水帯が発生した地域の上流にあたる
海上の矩形領域を設定した（赤枠で示した領域）。MSM予測値は、7月1日12時 – 2日 6
時の期間で、予測値の期間はすべて予測対象時刻を示す。
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令和5（2023）年7月10日に福岡県・佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例の気
温（単位：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フラックス（
単位：gm-2s-1）のMSMによる平均場からの差分鉛直プロファイルを示す。各グラフは
事例期間中の解析値（FT=0）および3時間～24時間予測値（FT=3～FT=24）を示す。以
下に特徴を示す。

・平均場（各グラフで横軸が0：黒破線に対応）と比較して、下層の気温、水蒸気混合比
、水平風速、水蒸気フラックスの値が大きい場となっていた
・予測の変化としては、気温、水蒸気混合比が下層から中層にかけて下がる傾向があ
る一方で、水平風速と水蒸気フラックスが新しい予測ほど増える傾向がみられた

・7月2日の事例と比べると解析値と予測値の差は小さかった
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7月2日の鹿児島県奄美地方で発生した線状降水帯事例および7月10日に福岡県・

佐賀県・大分県で発生した線状降水帯事例の環境場について、気温・水蒸気混合比・
水平風速・水蒸気フラックスの要素がどれくらい予測できていたかについて、まとめた。
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第3.2.1項から第3.2.4項にかけて述べた、令和5（2023）年3月～9月に発生した線状
降水帯事例の数値予報の結果について、以下のスライドにまとめた。
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